\ Am まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


めれた手で AC パワーアダプターををわ S ない 

感電の原因となることがあります。 



安全のための ま意 事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部 
とコンセントとの間にほこりびたまっていない 
か、故障したまま使用していないか、などを点 
検してください。 


故障した5使わない 


本巧や AC パワーアダプターを巧団などでお 
おったが態で使わない 

熱がこちってケースが変形したり、火災の原因 
となることがあります。 



SONY. 


2-898-718-04 り） 


7クテイ ブス と。一 力ーシステム 


取扱説明書 

お買い上げいたださありびとラございまず。 

I A 玻化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守らないと、火災や人身 
| /へ言^ I 事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 
使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 

SRS-NWZ10 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプ 
ターなどが破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店または ソニー サービス窓口に修 
理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起さた5 


変な音•においがした S 、 


煙び出た5 




〇電源を切る 

〇 AC パワーアダプターをコンセントか5巧く 
e USB ケーブルを巧く 
〇ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよ<理解してか 
ら本文をお読みください。 

I A ^ 屈 この表示のミ主意事項を守らな 
|/へ尼映 I いと、火災•感電.破裂など 
により死 t や大けがなどの人 
身事故が生じます。 

A ' : afr 叫この表示のを意事項を守らな 
胃叫 いと、火災•感電などにより 
死 t や大けがなど人身事故の 
原因となります。 


A ぐ^ゴ=|しの表ののミ王忌事 I 貝を守 b ない 
/へ;丄思 I と、感電やその他の事故により 
けがをしたり周辺の家財に損害 
を与えたりすることがあります。 


ま意を促す記号 


/k A 


火が 

感電 

行為を禁止する記号 

0 

(§)(§) 

禁止 

接触禁止めれ手禁止 


行為を指示する記号 


つラグをコン 
セントから巧く 


〇 

指示 



A 危歧 


下記のを意事項を守 5 ないと 

义災•感電•発 


A ^熱.発义にょり死亡や 

火災感電すわ、 D 原因となりまず。 


指をなかの AC パワーアダプターを使わない 

必ず指定の AC ノ（ワーアダプターを使用してく 
ださい。 

破裂や過熱などにより、义災やけび、周囲の巧 
損の原因となりまず。 

G) 

禁止 


齡警告 I 下記のを意事項を守 6 ないと 

* * 义災 • 感電にょり 

大けびの原因となりまず。 

内部に水や臭おを入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物び入ったとさは、すぐにス 
イッチを切り、 AC パワーアダプターをコンセ 
ントから巧いて、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓 □にご相談く ださい。 



I A ぐ午± 1下記のを意事項を守5ないと 
I 公;王化、 I けびをしたり周辺の家財に 

f 貝 i ■を与えたりずることがありまず。 

はじめか6ボ y ユームを上げずぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびありま 
す。ボ U ユームは徐々に上げましよラ。 

0 

禁止 

長時間使用しないとをは AC パワーアダブ 
夕一を巧< 

長時間使用しないとさは、安全のため AC パワー 
アダプターをコンセントから抜いてください。 

つラグをコン 
セントからおく 

お手入れの底、 AC パワーアダプターを巧< 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入 
れをすると、感電の原因となることびありま 

處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


電池についての 
まを上のご注意 

お漏41•破裂•発熱•発义•誤巧 

による 大けた S や失明を避けるため、下記 
のを意事項を必ずお守りください。 


本機では政下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。_ 

ボタン型電池 

リチウム電池 CR 202 日 


内\危哟 

ボタン型電池び液漏れしたとき 

ボタン型電池の液び漏れたときは、素手で液 
をさわ5ない 

ミ夜が本体内部に残ることがあるため、 ソニー 
の相談窓□または ソニーサービス 窓□にご 相 
談ください。 

液が目に入ったとさは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこすらず、すぐに水道かな 
どのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けてください。 

液が身体や衣服についたときを、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるとき 
には医師に相談してください。 


应警告 1 

• ルさい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼 
児の手の届くところに置かない。万が一飲み 
込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯-保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさち取りはずす。 


拉ミち意 1 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ 
たりしない。 

• 指定された種類政外の電池は使用しない。 


◎ 2006 Sony Corporation Printed in China 


正し<ぉほいいただ < ために 


まを上のごミ主意 

巧をにごいて： 

付属の AC パワーアダプターをお使いになるときは、家庭用電源コンセント ( AC 100 -240 V )に 
つないでお使いください。 

AC パワーアダプターにごいて： 

AC パワーアダプターを抜くとさは、コードを引っ張らずに、必ず AC パワーアダプターを持って抜 
いて < ださい。 

留守にずるとをは： 

本機の1/(!)ボタンをスタンバイにしただけでは、電源は完全に切れていません。 

ご旅行などで長い間お使いにならないときは、必ず AC パワーアダプターをコンセントから抜いて 
<ださい。 

異物について： 

特に、ジャック部には異物を入れないでください。故障や事故の原因になります。 

真常や不具合が起をた6: 

万一、異常や不具合が起きたときや異物が中に入ったときは、すぐに AC パワーアダプターを抜 
き、お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相談ください。 

取 D 扱い上のごま意 

•スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密に調整してあります。分解、改造などは 
しないで < ださい。 

•キャビネットがミちれたときは、中性洗剤をかし含ませた柔6かい巧でふいてください。シン 
ナ ー、 ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使わないでください。 

• 次のような場所には置かないでください。 

一直射日光の当たる所、暖房器具のおくなど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車內(特に夏季)。 

—風呂場など、湿気のをい所。 

一ほこりの多い所、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。（防磁設計になっていますび、録音済みテープや時計、キャッ 
シュカード、フ□ッピーディスクなどは、スピーカーの前面に近づけないでください。） 

• 平らな場所に設置してください。 

•設置条件によっては、倒れたり落下したりすることがあります。貴重品などを近くに置かないで 
<ださい。 

•持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受ける物は、スピーカー 
システムの近<に置かないで<ださい。 

モニター画面にをむ6び起きた6 

このスピーカーシステムは防磁型 （ J 曰 TA *) のため、モニターのそばに置いて使ラことがでさます 
が、モニターの種類により色むらが起こる場をがあります。 

色む 6 が起きた 5 

いったんモニターの電源を切り、1日〜30分後に再び電源を入れて < ださい。 

それでも色む6が残るとまは 

スピーカーをさらにモニターから離してください。 

さ 5 に 

スピーカーの近くに磁気を発生するをのがないよラにご注意ください。スピーカーとの相互作用に 
より、色む6を起こす場をがあります。 

磁気を巧をずる巧 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、健康器具、玩具などに使われている磁石など。 


をな仕様 


スピーカー部 

型式 

2 Way パッシブラジエーター型 
防磁型 （ J 曰 TA *) 

使用スピーカー 

直径8日 mm (ウーファー） 

直径2日 mm (ツイーター） 

インピーダンス 

3.2 Q 

定格入力 

4 W 

最大入力 

8 W 

アンプ部 

実効出力 

4 W +4 W (全高調波歪10 %、 

1 kHz . 3.2 〇) ( JEITA *) 

クレードル部 

入出力 

WM - P 0 RT (22 ピン） 
コネクターX1 

WM - P 0 RT に2ピン） 

ジャックX 1 

入力 

ステレオ S ニジャックX1 


入カインピーダンス WM - P 0 RT (22 ピン）47 kO 



(1 kHz ) 

ステレオ S ニジャック 

8 kn (1 kHz ) 

電源部 • その他 

電源 

DC 12 V 

(付属の AC ノ くワーアダプターを 
接続して AC 100-24 日 V 電源か 
b 使用） 

最大列•お寸法 

約10日 X 32 X 100 mm 
(クレードル） 

約100 X 183 X 159 mm 
(スピーカー）（幅/高さ/奥行さ) 

質量 

約10 Og (クレードル） 

約9日日 g (左スピーカー） 

約 930 g (ちスピーカー） 

付属品 

AC パワーアダブター （1) 

AC パワーコード （1) 

U モコン （1) 

U チウム電池 CR 2025 (1) 

( U モコン装着済：お試し用） 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


巧応機種（ウォークマン） 

WM - P 0 RT に2ピン）搭載 
丸型アタッチ;ント付属 

別売0アクセサリー 

録音用ケーブル WMC - NWR 1 

(ステレオミニプラグト"^ WM - 
PORT l ：22 ピン）コネクター） 

プラグアダプター 

PC -234 S 

(ステレオ標準プラグト"^ステレオ 
S ニジャック） 

戶0236 MS 

( S ニプラグト"^ステレオ S 二 
ジャック） 

接続〕ード RK - G 22 

(ステレオ標準プラグト"^ステレオ 
S ニプラグ） (1.5 m ) 

RK - G 129 

(ステレオ S ニプラグト"^ピンプラ 
グ X 2)(1.5 m ) 

RK - G 136 

(ステレオ S ニプラグト"^ステレオ 
S ニプラグ） (1.5 m ) 

RK - G 138 

(ステレオ2ウェイプラグト~^ステレ 
才 S ニジャック） （3 m ) 


本機の仕様および列■観は、改良のため予告なく変更するこ 
とびありますび、ご了承<ださい。 


* JEITA は(電子情報技術産業協会)の略称です。 


よくあるお巧い合わせ、解ミ夫ちまなどはホームページをご活用くだごい。 

http :// www . sony . co . jp/support 





フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話 ^ PHS •—部の IP 電話 

04已已 -31-2 己11 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

046巨-31-吕531 

&取の説巧書’ U モコン等の瞳入相談は 
こちらへお問い合0せください。 


♦ 


上記空号へ接続を、最初のガイダンスが流れている間に 

巧〇引 +r#j 

を巧して < ださい。直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (其お）0120 -333-389 

受付時間月〜金ぶ:0日〜20:00 ±•日•巧日:9:00〜17:00 


ソニー株式会社 テ]日 8-007 已東京都港区港南1 -7-1 
















る部のなまえ 


接続した機おを再をする 



丘] WM-PORT コネクター(ウォークマン*接続用) 
回 l/C!) (電源/スタンバイ)ランプ 
回1/む（電源/スタンバイ)ボタン 
团 MUTING ランプ 
固 U モコン受光部 
回 VOL (音量) +/- ボタン 



回 INPUT (音楽入力)端テ 
图 WM-PORT ジャック(パソコン接続巧） 

回 LOUT ジャック 

* ‘ウ オーク マン’、 "WALKMAN"、"WALKMAN" □ゴは、 
ソニー株式会社の登録商標です。 


U モコン 



丘] 己 （フオルダー) +/- ボタン 固■(停止)ボタン 

回 M イ(頭出し）ボタン 固1か（電源/スタンバイ）ボタン 

回►■■(再生/-時停止)ボタン 团 MUTING (消音)ボタン 

团イイ►►(早をり/巻戻し）ボタン固 VOL (音量) +/- ボタン 

巳：（フオルダー) +/- ボタンは、お使いのウオークマンび選択している曲の並 
び順で、グループの最初の巧を頭出しします。 

ごミち意 

I」モコンの一部の動作は、お使いのウオークマンの仕様によっては、表示と 
異なつたり操作でさない場合びあります。 


電源に ごいて 

付属の AC パワーアダプターを本機に接続しまず。 



マ、：手青 

• AC パワーアダプターを抜き差しする前に電源をお切り 
ください。電源を入れたまま抜を差しすると、誤動作 
の原因になる場をびあります。 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一 
形プラグ- JEITA 規格)をご使用ください。 

付属!;!外の AC パワーアダプターを使用すると、故障の 
原因になることびあります。 



極性統一巧プラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源〕ン 
セントに接続し、異常び生じた場合は速やかにコンセ 
ントから抜いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネット 
などの狭い場所に設置しないで<ださい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプ 
ターを水のかかる場所や湿気のある場所では使用しな 
いでください。また、 AC パワーアダプターの上に巧瓶 
などの水の入ったちのを置かないで<ださい。 


海がで使うときは 

付属の A。 くワーアダプターは、 AC 1 00-240V.50/ 
60 Hz の範囲でお使いいただけますので、世界中のほと 
んどのホテルおよび家庭用電源で使巧でさます。ただ 
し、電源コンセントの形状は各国、各地さまざまですの 
で、お出かけ前に旅行代理店などでお確かめください。 



変換プラグアダプター 


マ、：手育 

海が旅行者用として巿販されている r 電子式変圧器（トラ 
ベルコンバーター)」などはご使巧にならないでくださ 
い。故障の原因となることびあります。 


準備する 

1アタッチメントを取り付ける/取りはずす。 

取り付けかた 取りはずしかた 

お使いのウオークマンに付属しているアタッチ アタッチ><ントを取りはずすには、「はずしかたI」のよラにア 
分ントを本機に取り付けます。□ゴマーク側に タッチメントのマーク（〇〇〇)位置を指で巧します。または「はず 

ある2ヶ所のツメをクレードルにある巧の位置 しかた2」のよラにアタッチメントのウオークマンセット部分を 

に含わせて先にはめ込んでから、ロゴマークの クレードル背面側に巧し込みなびら、マーク（〇〇〇)の位置を上 
反対側を指で押し込みます。 から押します。 


はずしかた1 はずしかた2 



クヒント 

• 政下の条件を満たすウオークマンで、ご利巧になれます。 

- WM-PORT(22 ピン)搭載 
一丸型アタッチメント付属 

• お使いのウオークマンによって、アタッチ分ントの形状び異なる場含びあります。 

2本機を接続する。 

本機で音声を再生する場合やウォークマンにデータ乾送する場をは、 U (下の接続を行ってください。 


ち スピーカー （背面） クレードル （背面） 左 スピーカー （背面） 



オミニジャック）へ 


ちスピーカーか5音が出ないとさは 

モノラルジャックに接続したときは、左スピーカーからしか音び出ないことびあります。別売りのプラグアダプ 
ター PC-236MS を使うと左ちのスピーカーから音び出ます。 


1 本機とパソコンを接続している場合は、 USB ケーブルをはずす。またはパソコ 
ンの電源を OFF にする。 

ごま意 

• 本磯とパソコンを US 己ケープルで接続しているときは、 WM-PORT コネクターに取り付けたウォークマンの音 
声は再生されません。 

• お使いのパソコンの仕様によっては電源を OFF にしても、ウォークマンの音声び再生されない場合びあります。 

• INPUT 端子に取り付けた機器の音声は再生されます。 

2 本機の I /のボタンを巧して電源を入れる。 

I/のランプび点なします。 

3 接続した機器を再生する。 

‘安ヒント 

本機の WM-PORT コネクターに取り付けたウォークマンは、本機付属 U モコンから操作することびできまず。 

4 音量を調整する。 

本機の VOLUME +/- ボタンで調整します。 

ご:ち音 

音量を最小または最大にしたときは、「ピピッ」というビープ音び聞こえます。 

5 ほ用をは I /のボタンを巧して電源を切る。 

1/のランプが消灯します。 

本機の WM-PORT] ネクターに取り付けたウォークマンび再生中の場合、自動的に停止もしくは一時停止*になります。 

* ご使巧のウォークマンによって動作び異なりまず 

ご:ち音 

• ラジオまたはチューナーを内蔵した機器に接続した場合、ラジオ放送び受信でをなかったり、感度が大幅に低下 
する場合びあります。 

• 接続ずる機器のバスブースト機能やイコライザー機能は無効にしてください。これらの機能び有効になっている 
と、音びひずむことびあります。 

• へッドホンジャックび LINE OUT 端子を兼用している機器に接続した場合は、接続機器の出力を LINE OUT 出力 
に設定することで、より高音質でお楽しみいただけます。出力設定の操作について詳しくは、お使いの機器に付 
属の取扱説明書をご覧<ださい。 

• WM-PORT コネクターに取り付けたウォークマンと INPUT 端子に接続した機器の両方を同時に再生すると、音 
び混ざって聞こえます。 

• 本機とパソコンを接続する USB ケープルは、ウォークマンのデータ転送と充電用です。パソコンの音声を本機で 
再生するときは、 INPUT 端子に接続してください。 

• 本機の WM-PORT コネクターにウォークマンを取り付けた場合、ウォークマン内の音声レベルび大きいと、ス 
ピーカーから出力される音声のイコライヴー効果び弱くなる場合びあります。 

• 本機の WM-PORT コネクターにウオークマンを取り付けた場合、ウォークマンのへッドホンジャックから音声は 
出力されません。 


ウォークマンに巧電する 

本機に AC パワーアダプター(付属)を接続しているとき、もしくは本機とパソコンを USB ケースレ(ウォークマンに付 
属)で接続しているときは、 WM-PORT コネクターに取り付けたウォークマンを充電できます。 

ごミち意 

• ウォークマンをクレードルの奥までしっかりと挿し込んでください。 

• 充電状態、設定について詳しくは、ウォークマン本体の操作ガイドをご覧ください。 

• データの乾送と充電を同時に行なうことはでをません。 

• 再生と充電を同時に行なラことはでをます。再生中の充電時間は長くなります。 

• AC パワーアダプターと USB 接続での充電時間は異なります。詳しくは、ウォークマン本体の操作ガイドをご覧くだ 
さい。 


ウォークマンとパソコンの巧でデータを面送する 

本機とパソコンを USB ケープル(ウォークマンに付顧で接続していると劫ま、本機の WM-PORT コネクターに取り付け 
たウォークマンとパソコンの間でデータを転送できます。転送方法について詳しくは、お使いのウォークマンの操作ガ 
イドをご覧ください。 

ス， :卞肯 

• パソコンか日データ転を中に、ウ ォーク マンび クレー ドルからはずれた場合は、ウ ォーク マンををう 一度クレー ドル 
に取り付け、転送をやり直してください。 

• パソコンからデータ転を中は、 USB ケーブルや AC パワーアダプターの抜さ差しをしないで<ださい。パソコンび 
ウォークマン本体を認識できなくなったり、データ転送び中断する場合びあります。 

• 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続しているときは、 WM-PORT コネクターに取り付けたウォークマンの音声は 
再生されません。 INPUT 端子に取り付けた機器の音声は再生されます。 


ウオークマンに録音する 

本機の WM-PORT ジャックに別売りの録音用ケーブル (WMC-NWR1) を使って CD プレーヤーなどの音楽再生機器を接 
続し、本機の WM-PORT コネクターに取り付けたウオークマン叫こ録音ずることびできます。 

* WM-PORT(22 ピン)と録音機能び搭載されているウオークマンに限ります。 

ス， :卞肯 

• 本機の電源びスタンバイの場合、録音することはできません。 

• 録音方法について詳しくは、ウオークマンの操作ガイドをご覧ください。 


故障かな？とおった6 


活巧 

原因 

処置 

音び割れる、または 

入力信号び大さすざる。 

接続した機器の音量を下げる。 

ノイスか出る 

接続した機器のバスブースト機能を使巧して 
いる。 

バスブースト機能を解除する。 


接続した機器のへッドホンジャックに接続し 
ている。 

接続した機器の LINE OUT 端子に接続する。 
または LINE OUT 出力に設定する。 


ウオークマンの WM-PORT ジャックまたは入 
カコードびしっかり接続されていない。 

いったんはずして接続し直す。 


テレビに近すぎる所に設置されている。 

テレビから離して設置する。 

音びルさい、または 

I/& ボタンび OFF になっている。 

l/C!) ボタンを ON にする。 

B か出/よい 

VOLUME +/- ボタンび最ルに絞られている。 

VOLUME +/- ボタンで調節する。 


ウオークマンの WM-PORT ジトックまたは入 
カコードびしっかり接続されていない。 

いったんはずして接続し直す。 


入力信号びルさすざる。 

ヘッドホンジャックに接続した場合は、接続し 
た機器の音量を上げる。 


クレードルとパソコンを USB ケープルで接続 
している。 

US 巨ケーブレをはずす。またはパソコンの電 
源を OFF にする。 

U モコンで操作できないクレードルから離れすざてるいる。 

U モコン受光部に近づけて操作する。 


クレードルの U モコン受光部の前に障害物び 
置いてある。 

U モコン受光部の前から障害物を取り除く。 


クレードルの U モコン受光部に強い光(直射日光 
や高周波点灯の壁光ななど)び当たっている。 

U モコン賣光部に光び当たらないよラにする。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換する。 

U モコンに電池び入ら 
ない(をつい） 

電池を逆に挿入できない構造になっています。極性 (+/ —）を確認して正しく入れてください。 


I/のランプびちらつく 音量を上げたときに1/のランプびちらつくことびありますび、故障ではありません。 


標準タイプのへッドホンジャック（カセットデッキなど）に接続ずるには 

別売りの接続]-ド RK-G22 または別売りの接続]-ド RK-G136 およびプラグアダプター PC-234S をお使いください。 

ごま意 

• 本機の WM-PORT コネクターにウオークマンを取り付けたまま持ち運ばないでください。故障や事故の原因にな 
ります。 

• ウォークマンをクレードルの奥までしっかりと挿し込んで<ださい。 


3 U モコンの準備をする。 

絶縁シートを引を扳いて IJ モコンを使用できる状態にする。 
リモコンには電池びすでに入っています。 



電池の交換にごいて 

電池び消耗して<ると、 U モコンで操作でさる距離び短 
<なります。 

下記の手順で、電池を新しいものと交換してください。 
ふつラの使い方で約6ヶ月をちます。 

1 電池ケースを取り出す。 



2 +と書かれた面を上にして U チウム電池 CR202 己 
を新しい電池と取り換える。 

リチウム電池 CR2025 (別売り） 



3 電池ケースを元に戻す。 


ごま意 

• U チウム電池を誤って飲み込むことのないよラ、 
電池は特に幼児の手の届かないところに置いてく 
ださい。 

• 万一電池を飲み込んだ場をには、直ちに医師とネ目 
談してください。 

• U モコン受光部に、直射日光や照明器具の強い光 
びあたらないよラにご注意ください。 U モコン操 
作びでさないことびあります。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• この製品には保話書び添付されていますので、お買い上 
げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の r ソ ニーごネ目談窓□のご案灿に 
ある お 近くの ソニーサービス 窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳 
しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場をは、ご要望により有料 
修理させていただをます。 


部品の保有期間について 

当社ではアクティブスピーカーシステムの巧修用性能部品(製品の 
機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有 
しています。この部品保有期間を f 度理可能期間とさせていただをま 
す。保有期間び経過したあとち、故障箇所によっては修理可能の場 
合びありますので、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相 
談くださレ。 

ごま意 

• WM-PORT は、ウォークマンとアクセサ U- を接続 
する専巧マルチ接続端子です。 

• 本機の WM-PORT コネクターは WM-PORT(22 ピ 
ン)搭載のウォークマンでご利用になれます。 

• 本機に対応する機種および関連情報について詳しく 
は、ウ ォークマン •カスタ マーヴポートのホーム 
ぺージ 

(http://www.sony.co.jp/walkman-support/) 

をご覧ください。 

ご愛用ちアンケートのお願い 

今棲のよりよい製品作りの参考にさせていたださますの 
で、お答えいただける範囲で下記ホームページからアン 
ケートにご協力をお願い致します。 

http://www.sony.co.jp/uc/ 

ホームページより回答いただ去ますと、「製品シ U アルナ 
ンバー」といラ入力欄びあります。この欄には、製品本体 
裏側にございます7おの数字をご入力ください。（なお、 
アンケート受け付け期間は、発売より約2年です。あらか 
じめご了承ください。） 





